
 

土地区画整理事業の再評価項目調書 

施行地区名 時津中央第２ 都市名 時津町 

施行者 時津町 施行面積 20.3ｈａ 

再評価の実施理由 再評価後変更 

未着工或いは事業が

長期化している理由 
特になし 

事

業

内

容 
事業目的 

 本地区は、時津町の「まちの核」の一端を担う地区として、都市機

能の強化が求められているが、道路等の公共施設の整備が無秩序な市

街化の進展に追い付かず、加えて、近接する国道の混雑を避けた通過

交通が狭隘な生活道路に入り込むことで、住環境の悪化が問題となっ

ている。 

 そのため本事業により都市基盤や市街地環境を改善することで、住

環境の悪化を防止し、公共の福祉の増進に寄与することを目的として

いる。 

整備される主な

公共施設 

施行面積：２０．３ha  建物移転：３１５戸   

宅地造成：１３．９ha  公園：０．６ha   

道路：６，８６０ｍ  平均減歩率：２４．２３％ 

事

業

の

進

捗

状

況 

事業採択年度 平成 13 年度 都市計画決定年度 平成 12年度 

事
業
計
画 

 施行期間 総事業費 補助事業費（基本事業費） 

当初 Ｈ13年度～Ｈ27年度 12,621百万円 4,738百万円 

最新 Ｈ13年度～Ｒ11年度 16,930百万円 7,869百万円 

事
業
進
捗 

既投資

事業費 

総事業費ベース 15,162百万円 

進捗率 89.5％ 

補助事業費ベース 7,569百万円 

進捗率 96.2％ 

減価買収率 -％ 仮換地指定率 82％ 使用収益開始率 62％ 建物移転率 99％ 

現在の施行事業

内容等 

仮換地指定、建物移転補償、宅地造成、都市計画道路及び区画道

路築造 

事業に対する地

元の理解・協力

の状況 

平成２２年の着工以降、これまで事業が順調に進展してきている

一方で、地権者の高齢化が進んでいることから、一刻も早い事業

完了を望む声が強くなっている。 

社

会

情

勢

な

ど

当該事業の上位計画 ・第６次時津町総合計画 

・時津町都市計画マスタープラン 

・時津町立地適正化計画 

関連プロジェクトの状況 特になし 

関連事業の整備状況 特になし 



の

変

化 

社会経済情勢の変化 ・土地需要の増加 

・地権者の高齢化 

自然環境条件の変化 特になし 

その他 特になし 

費

用

便

益

分

析 

費用便益分析を行う理由 費用便益分析を行い、当事業の有用性を確認するため 

区画整理Ｂ/Ｃ Ｂ／Ｃ＝1.01（令和３年度） Ｂ／Ｃ＝1.05 （現行） 

現在の総便益  197.8億円 

 地区内便益   60.0億円 

 周辺含む便益 197.8億円 

現在の総費用  188.7億円 

事業費    171.0億円 

維持管理費   0.2億円 

用地費     17.5億円 

基準年 

令和５年度 

コ
ス
ト
縮
減
等
検
討 

コスト縮減方策 町有地を活用し、移転補償費の削減を図る。 

代替案の検討 代替え案の可能性はない。 

その他検討事項 特になし 

資
金
計

画 

保留地処分の見通し 保留地なし 
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